
OLC24/11/26撮影
ネガ・ポジまとめ



大株主に対するファンドからの売り圧力

そもそもPERが高すぎた

今期(4月~9月)の入園者は伸び悩んでいる

中長期的な顧客離れ

舞浜エリアの開拓限界（出尽くし感）

OLC：主なネガティブトピック



足元（秋冬）入園者は回復傾向

顧客単価の上昇

外国人ゲストは過去最高

28年からのディズニークルーズ

根強い人気

OLC：主なポジティブトピック



アトラクションのほかショーなども課金対象に

出典：マネックス証券



出典：日経新聞



出典：CASTEL

https://castel.jp/p/5109


アトラクションのほかショーなども課金対象に

出典：OLC ホームページ







舞浜エリアの拡張余地は限られている

2008年 2024年

出典：OLCファクトブックより作成



スペースマウンテン
FSなど新エリアへ投資加速
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OLCの現状は主に 3つの論点がある

入園者数

顧客単価

新規事業
への投資

・2019年の年間3,255万人が過去最高
・今期予想は2,900万人から2,800万人へ下方修正

・ダイナミックプライシング導入
・新たなキャッシュポイントを創出

・年間2,200億円のキャッシュを得ている
・コロナ禍以降、新規投資を加速していう



入園者数の伸び悩みが最大のネガティブ要因

入園者数

顧客単価

新規事業
への投資

✔猛暑
✔リベンジ消費の終焉
✔チケット価格の上昇の影響
✔国内少子高齢化

✔USJとの競争?
✔値上げ疲れ

✔舞浜エリアはほぼ開拓済み



いずれのトピックもポジティブ要素が存在

入園者数

顧客単価

新規事業
への投資

✔足元秋冬のイベントは好調
✔海外ゲストは17.4%で過去最高、上期200万人で好調
→円安の恩恵も

✔基本路線は単価上昇
✔DPAなど有償コンテンツの増加
✔TDRバケーションパッケージ
✔期間限定券主のを検討中

✔新エリアや既存アトラクションの改修
✔ディズニークルーズは28年から


